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H1-H4　有限責任 あずさ監査法人　スタジアムアセスメントリポート2016
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Go for it!

戸谷 且典
KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室／パートナー

この調査レポートは、私たちKPMGジャパン スポーツアドバイザリー室が
「スタジアム開発を成功させるための計画」というレポートを翻訳作成する際に、
Jクラブが使用するスタジアムの現状についての議論を繰り返す中で生まれた
企画であった。

「スタジアム開発を成功させるための計画」の中で紹介されている各種の事例は、
主として欧州のものである。

日本からみて、スポーツがビジネスとして成功している事例を多く持つ欧州の
スタジアム事例を紐解く中で、振り返っての国内現状把握は、私たちの中で避け
て通れない課題となっていった。

問題はどのような切り口でスタジアムを分析するかであるが、メンバー間の
「スタジアムの価値とは何だろうか？」という疑問は意外と1つの方向に収斂され
ていった。それは、資産の持続的な有効活用、付加価値を生み地域に根ざす資産
云々、簡潔に言えば「稼ぐ」スタジアムとはなんだろうかという視点である。ここ
から本文内で分析されている5つの視点を定義した。

私たちが分析視点としていた項目のいくつかはインターネットなどを駆使し
机上で入手できた。がしかし本当に必要なもの、例えば実際どれくらい駅から
離れているのだろうか、トイレはどうか、食事はできるか、試合前後で行われる
数々のイベントはどうかといったスタジアムに足を運ぶ観客の視点は入手でき
なかった。

そこで私たちは2016年シーズンJ1、J2所属クラブで使用されているスタジアム
41ヵ所全てに実際に足を運び、感じたこと、目にしたことを記録することとし、
当該レポートの基礎データとした。

本レポートは、実際にスタジアムが運営されている試合日などに現地に赴くと
いった地道なフィールドワークによって作成されており、Jクラブが使用している
スタジアムの現在地を示す1つの材料である。

私たちは原点に立ち戻って現在の有り様から学ばなければならない、そこには
多くの教訓があると言える。まさにここから将来のビジョンを描く必要がある。
それは単にスタジアムを単独の独立した資産として捉えるだけではなく、コンテ
ンツホルダーとしてのクラブチームの視点を組み込んだまちづくりの核としての
スタジアム利用まで検討領域を広げる必要性があると考える。

このレポートが一定の問題提起を含み日本のスポーツ文化の発展と、スポーツ
がビジネスとして拡大することを願っているのみである。

最後にほとんどの休日を潰し、手弁当で全国のスタジアムを駆け回ってくれた
チームメンバーの皆さん、特に得田君に謝意を示したい。

KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室は、
考えました。

海外に比べて、集客力で
大きな差をつけられているJリーグ。

コンテンツとしての魅力があるにもかかわらず、
なぜ、Jリーグは【集客】できていないのか。

KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室の思い

「盛り上げるためのカギは、
スタジアムにあるに違いない」

スタジアムの現状を「集客」という観点から、
自分たちの目と、足で、確かめるために、
私たちは調査を開始しました。

この調査が基礎となり、日本のスポーツ産業の
発展に少しでも貢献できることを願って―

Let me 
support !
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はじめに

KPMGジャパン 
スポーツアドバイザリー室
大塚 敏弘 パートナー／室長
伊藤 俊哉 パートナー
戸谷 且典 パートナー
土屋 光輝 パートナー
森田 真佐宏 シニアマネジャー
平井 永 シニアマネジャー／経営学修士
 スポーツビジネス専攻
山本 正和 マネジャー
得田 進介 シニア／修士（スポーツ科学）
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ノエビアスタジ
アム神戸／ヤマハ
スタジアム（磐田） 

京都市西京極
総合運動公園

陸上競技場兼球技場

市立吹田
サッカースタジアム

NDソフト
スタジアム山形

埼玉スタ
ジアム2002

石川県
西部緑地

公園陸上競技場

札幌ドーム／
豊田スタジアム

鳴門・大塚
スポーツパークポカリ
スエットスタジアム

日立柏
サッカー場

パロマ瑞穂
スタジアム

ヤンマー
スタジアム長居
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この調査レポートは、私たちKPMGジャパン スポーツアドバイザリー室が
「スタジアム開発を成功させるための計画」というレポートを翻訳作成する際に、
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問題はどのような切り口でスタジアムを分析するかであるが、メンバー間の
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云々、簡潔に言えば「稼ぐ」スタジアムとはなんだろうかという視点である。ここ
から本文内で分析されている5つの視点を定義した。

私たちが分析視点としていた項目のいくつかはインターネットなどを駆使し
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離れているのだろうか、トイレはどうか、食事はできるか、試合前後で行われる
数々のイベントはどうかといったスタジアムに足を運ぶ観客の視点は入手でき
なかった。

そこで私たちは2016年シーズンJ1、J2所属クラブで使用されているスタジアム
41ヵ所全てに実際に足を運び、感じたこと、目にしたことを記録することとし、
当該レポートの基礎データとした。

本レポートは、実際にスタジアムが運営されている試合日などに現地に赴くと
いった地道なフィールドワークによって作成されており、Jクラブが使用している
スタジアムの現在地を示す1つの材料である。

私たちは原点に立ち戻って現在の有り様から学ばなければならない、そこには
多くの教訓があると言える。まさにここから将来のビジョンを描く必要がある。
それは単にスタジアムを単独の独立した資産として捉えるだけではなく、コンテ
ンツホルダーとしてのクラブチームの視点を組み込んだまちづくりの核としての
スタジアム利用まで検討領域を広げる必要性があると考える。

このレポートが一定の問題提起を含み日本のスポーツ文化の発展と、スポーツ
がビジネスとして拡大することを願っているのみである。

最後にほとんどの休日を潰し、手弁当で全国のスタジアムを駆け回ってくれた
チームメンバーの皆さん、特に得田君に謝意を示したい。

KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室は、
考えました。

海外に比べて、集客力で
大きな差をつけられているJリーグ。

コンテンツとしての魅力があるにもかかわらず、
なぜ、Jリーグは【集客】できていないのか。

KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室の思い

「盛り上げるためのカギは、
スタジアムにあるに違いない」

スタジアムの現状を「集客」という観点から、
自分たちの目と、足で、確かめるために、
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KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室は、スタジアム
で集客するために必要と思われる5つの評価軸を独自に 
定め、評価軸ごとにスタジアムでチェックする項目を作成し
ました。
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スタジアムで集客するために
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地域環境 快適性

スタジアム内や座席で快適に
過ごすことができると、観客
は他のことに気を取られずに 
スポーツ観戦などのイベントだ 
けに熱中することができます。

スタジアム内、座席の快適さ

・試合の見やすさ
・座席
・トイレの数／混雑具合
・動線
・家族連れへの配慮

スタジアムへのアクセスやインフ
ラが整備されているほどスタジア
ムに訪れやすくなり、地域と密着
しているほど観客の一体感を醸
成します。

スタジアムへの訪れやすさ

・アクセス
・インフラ
・地域密着

複合性

スタジアムに到着するまでにスタ
ジアム周辺にイベント前後でも楽
しめる催しや施設が充実している
ことによって、スタジアムを訪れ
ることによる満足度がさらに高ま
ります。

イベント以外の楽しさ

・スタジアムのグルメ／グッズ
・施設の充実度

効率活用

イベント開催時に観客の趣向に
沿ったチケット種類を提供するこ
とや、イベントが無い日でも地域
住民にスタジアムを利用してもら
うことで、スタジアムを効率的に
活用することができます。

スタジアムの使いやすさ

・イベントでの使いやすさ
・チケット種類数
・スタジアム内の施設利用
 （スカイボックス、会議室等）

先進性

スタジアムの目新しさ

・ スタジアム設備
・ IT技術

10
10

10100

スタジアム内に最先端の設備や
IT技術を導入することで、イベント
への関心を高める情報提供がで
きるようになることや、観客の購買
意欲や利便性が高まります。
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スタジアムの最寄駅が多いほど利便性が高くなることや観客が分散すること
で混雑緩和につながることが考えられます。
最寄駅が1つのスタジアムが約3割、2つ以下のスタジアムまで含めると約8割
を占めていました。

最寄駅から徒歩でスタジアムに行けるということは、休日に気軽に行ける
のはもちろん、平日の学校や仕事帰りにも観戦に訪れることができると 
言えます。
最寄駅から徒歩で行けるスタジアムは半数以上でしたが、最寄駅が複数
あったとしても徒歩で行ける駅は1つしかないスタジアムが半数以上あり
ました。

地域環境の事例

・アクセス

・インフラ

・地域密着 アクセス

Stadium Sta.

7駅5駅

3駅

2駅

1駅

最寄駅数

46.3%

31.7%

4.9%
2.4%

14.6%

なし

あり徒歩可能な
最寄駅 58.5%

41.5%
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駅や商店街にイベントに関するポスターやホームチームのフラッグを掲げることで、地元住民が 
日常的にJクラブを目にする機会が増え、Jクラブやスタジアムに愛着を持つことにつながると考え
られます。また、Jリーグのコンテンツとしての魅力や潜在的能力をさらに生かしていくためにも、
地域一体となって地元地域をアピールしていく施策が必要であると考えられます。
地域ごとに露出の多寡はあるものの、多くのスタジアム最寄駅にて、開催されるイベントに関する
ポスターやホームチームのフラッグが掲げられていました。
ポスターやフラッグ以外の工夫に、Jリーグの試合当日にスタジアム直行バスの運転手がホームチーム
のユニフォームを着用したり、バスの車内アナウンスに選手を起用する等の工夫がありました。
しかし、スタジアムの地元地域紹介コーナーについては、約半数のスタジアムでしかブースの出店
等はありませんでした。

最寄駅からスタジアムまでの所要時間について
は徒歩での平均アクセス時間は約10分、バス等
による徒歩以外での平均アクセス時間は約25分
でした。

地域密着

なし

あり
地域紹介コーナー・

ブース 56.1%

43.9%

20

15
13

12 10 8
7

5

42

徒歩所要時間
（分）

10090
40

35

30

25

20
15

10

9
865

バス等所要時間
（分）

（複数回答）

（複数回答）

プロ野球の場合、最寄駅数が複数あるスタジアムが約8割となって
おり、約6割のスタジアムで最寄駅が4駅以上ある結果になりまし
た。

また、12球団全てのスタジアムは最寄駅から徒歩で訪れることがで
き、さらに半数以上が徒歩で5分以内に到着することが可能です。
参考：2016年時点　各球団公式HP

東京ディズニーランド 徒歩4分 最寄駅数2駅
ユニバーサル・スタジオ・ジャパン® 徒歩5分 最寄駅数1駅
ハウステンボス 徒歩1分 最寄駅数1駅
参考：2016年時点　各テーマパーク公式HP

参考
プロ野球スタジアムへのアクセス

テーマパークへのアクセス

7駅
6駅

5駅

4駅

2駅

1駅

最寄駅数
16.7%

16.7%

25.0%

25.0%

8.3%
8.3%

15分

10分

5分

3分

1分

徒歩所要
時間

あり

徒歩可能な
最寄駅

100％ 25.0%
8.3%

16.7%

16.7%

33.3%
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Jクラブやスタジアムをより一層知ってもらうためには、Jリーグの試合開
催時にJクラブやスタジアムイベントの情報が記載されたマッチデープロ
グラムを発行することが、重要であると言えます。
8割以上のスタジアムでマッチデープログラムが入場時に配布されており、約
9割のスタジアムで無料配布されていました。

観客には、試合内容・イベント内容だけでなくグルメでも満足してもらい、
リピーターになってもらう必要があると言え、スタジアムのグルメを充実さ
せることも重要です。そのため、味はもちろん、飲食店舗数が多く様々な
メニューがある方が観客の満足度は高いと考えられます。特にご当地グルメ
を楽しみにするサポーターも多いと考えられるため、スタジアムごとに創意
工夫を凝らすことが重要であると言えます。
スタジアム内に設置されていた飲食店の平均店舗数は約9店舗、スタジ
アム外に出店していた平均屋台数は約13店舗でした。
ご当地グルメについては、多くのスタジアムで多種多様なグルメが販売され
ていました。

複合性の事例

・スタジアムのグルメ／
 グッズ

・施設の充実度 マッチデープログラムの発行 グルメ

SHOP Cafe & Bar

C
lu

b
 m

a
ll

有料

無料

有料か
無料か

なし

あり
マッチデープログラム

発行

（参考の2つ除く）

￥TAKE

FREE

84.6%

15.4%

90.9%

9.1%

なし

あり

ご当地
グルメ

30店舗
以上

20～
　29店舗

10～
19店舗

9店舗
以下

スタジアム内
飲食店、出店・屋台数

（合計） スタジアム内
平均飲食店数　　  　　  約

スタジアム内
平均出店・屋台数 　　 約

飲食店、出店・屋台
合計平均  　　  　　  約

9店舗

13店舗

22店舗

（参考の2つ除く）

（参考の2つ除く）

94.9%

15.4%

23.1%

41.0%

20.5%

5.1%

※ ホームスタジアムを2つ持っているJクラブについては、 
  Jリーグ開催試合数が多い方のスタジアムを調査し、 
 もう一方は参考として記載。
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飲食イベント
出店・屋台店舗数

オクトーバーフェスト2016（お台場）

東京ラーメンショー 2016

オクトーバーフェスト2016（横浜赤レンガ）  

15店舗

18店舗

20店舗

テーマパーク・アウトレット内
飲食店店舗数

22店舗

24店舗

58店舗

60店舗

御殿場プレミアム・
アウトレット

ユニバーサル・
スタジオ・ジャパン®

東京ディズニーランド

ハウステンボス

なし
あり

アウェイチーム
グッズ販売

なし

あり
アウェイサポーター
側への飲食店の

出店

VSVS

（参考の2つ除く） （参考の2つ除く）

59.0%59.0%

46.2%46.2%
41.0%

53.8%

3

2

整骨院

フットサルコート

ホテル

図書館／博物館

スポーツジム

サッカー／
スポーツミュージアム

商業施設

飲食店 18

11

3

1

1

1 スタジアム周辺施設
（複数回答）

グッズ アウェイチームサポーターへのおもてなし

スタジアム周辺施設

8店舗
7店舗

5店舗

4店舗

3店舗
2店舗

1店舗

グッズ店舗数

スタジアム内
平均グッズショップ数 約3店舗

（参考の2つ除く）

30.8%

15.4%

2.6%
20.5%

17.9%

7.7%

5.1%

参考
飲食店店舗数

2016年の全国主要レジャー・集客施設入場者数ランキングで上位
3つのテーマパークと国内最大規模のアウトレットのレストラン店舗
数（ポップコーン取扱いワゴン含む）は以下のようになっています。

レストラン店舗数が最も多いのはハウステンボスであり、敷地内に
60店舗も設置されていました。
参考：2016年時点　各テーマパーク公式HPを基に集計

また、主な飲食イベントでの出店屋台店舗数は、オクトーバーフェスト
2016（横浜赤レンガ）の20店舗が最多でした。
参考：2016年時点　各イベント公式HPを基に集計

グッズショップが多いと観客の購買意欲を高め、グッズ収入の増加につな
がる可能性が高いと考えられます。ファンを一層増やしていくためにも、ス
タジアムに行けばいつでも、どこでもスムーズにグッズ購入できることが重
要であると言えます。
スタジアムの平均グッズショップ数は約3店舗でした。

ホームチームサポーターのみならず、アウェイチームサポーターに対し
ても充実したサービスを提供することで、スタジアム観戦に再度
訪れるきっかけにもなると言え、スタジアムがより一層盛り上がる
と考えられます。
アウェイチームサポーター側にも飲食店を出店しているスタジアム
は約6割、アウェイチームのグッズを販売しているスタジアムは約
半数しかありませんでした。

スタジアム単体で利益を出すことは難しいため、スタジアムの周辺
施設を充実させることでスタジアムを含めたまちづくりを推進して
いくことが重要であると考えられます。スタジアムの周辺施設の種
類で最も多いのは飲食店でした。一方で、スタジアム周辺に何も
無いスタジアムは半数ありました。
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快適性の事例

・試合の見やすさ

・座席

・トイレの数／混雑具合

・動線

・家族連れへの配慮

球技専用スタジアム 観客席の屋根

陸上
競技場

球技
専用

スタジアム

58.5%

41.5%
なし

一部あり

半分
以上
あり

全面あり

観客席の屋根

17.1%26.8%

31.7%

24.4%

球技専用スタジアムであれば、試合・選手をより間近で見ることができ、陸上
競技場には無い臨場感や迫力があるはずです。
Jクラブが2016年シーズンで使用しているスタジアムは、球技専用スタジアム
よりも陸上競技場の方が多いという結果になりました。

スタジアムに屋根があることによって、観客は雨を気にすることなく快適に
観戦することができるようになることに加えて、日よけにもなり試合観戦が
しやすくなると言えます。
しかし、観客席が全面屋根で覆われているスタジアムの割合は1.7割で 
あり、それ以外の多くのスタジアムではメインスタンドのみ、または、メイン
スタンドとバックスタンドにしか屋根がありませんでした。

※ ホームスタジアムを2つ持っているJクラブについては、 
  Jリーグ開催試合数が多い方のスタジアムを調査し、 
 もう一方は参考として記載。
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和式あり

全て洋式

トイレ
トイレ箇所数
平均　　　　　　 約10箇所

9.8%

90.2%

座席 ホスピタリティの工夫

トイレ

なし

あり
背もたれ

座席前後幅
平均　　　　　　約37cm

座席左右幅
平均　　　　　　　約 4cm

56.1%

43.9%

なし

あり
ベビーカー
預り

なし

あり子どもの遊び場・
託児所

あり

車椅子観戦
スペース

（参考の2つ除く） （参考の2つ除く）

69.2% 56.4%

100%30.8% 43.6%

参考

比較的多くの人が利用する新幹線や飛行機、映画館の座席の前後
幅は、以下のようになっており、特に映画館では前後幅が広くなって
います。

座席の前後幅

約60ｃｍ

約100ｃｍ

約140ｃｍ

新幹線のぞみ

JAL、ANA国内線
（エコノミー）

一般的な映画館

映画館
（品川プリンスシネマ）

座席前後幅

約40ｃｍ約40ｃｍ

参考：2016年時点　各社公式HP

観戦するうえで座席が快適であることは重要であり、背もたれがあり座席の
幅が広いほどリラックスして観戦できると考えられます。
しかし、実際に利用した座席で、背もたれがあったスタジアムは約半数しか
ありませんでした。
また、座席の平均前後幅は約37cm、平均左右幅は約4cmでした。

スタジアムには老若男女誰でも訪れることができることが必要で、全
ての観客が不自由することのないスタジアムでなければなりません。
スタジアムでは子ども連れの観客向けのサービスとして、約7割のスタ
ジアムでベビーカー預りが設置されていました。スタジアム外ではボー
ルを蹴るスペースを設けてサッカーをする遊び場の提供や、夏場には子
ども用プールを設置して子どもたちが試合前から飽きない工夫をして
いるスタジアムがありました。
また、車椅子での観戦が容易になるよう車椅子観戦スペースが全ての
スタジアムに設けられており、バリアフリーに対応していました。

スタジアム内のトイレの箇所数が多いほど、トイレの混雑が緩和され
快適に観戦できると考えられます。
スタジアムのトイレの平均箇所数は約10箇所でした。
また、トイレが洋式であると小さな子供から高齢者まで、無理のない
姿勢で安心して快適に利用することができると言えますが、スタジアム
内のトイレが全て洋式となっているスタジアムは約1割しかありません
でした。
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先進性の事例

・スタジアム設備

・IT技術

11:11

¥000

Delivery
C
14

0 - 1
0 - 0

0 -1
TOTAL

10
10

キャッシュレス支払対応 大型映像装置

不可

可

キャッシュレス
支払対応

74.4%

25.6%

なし

1機

2機

大型映像装置の数

GOAL!!!0 -2

1 2 : 3 4

68.3%

29.3%

2.4%

スタジアム内においてキャッシュレスで買い物ができると、観客はスムーズ
に買い物ができるようになり、それにより飲食やグッズの売上高の増加に
つながる可能性が高まると言えます。また、例えばデビットカードを発行し
利用を促すことで、観客の買い物の手間が減るだけでなく、デビットカード
から得られた情報を基に、観客の行動特性分析や顧客情報管理の改善に
利用できるようになると考えられます。
スタジアムでのキャッシュレス支払の対応割合は約2.6割しかなく、多くの
スタジアムでキャッシュレス支払に対応していませんでした。

スタジアムの両サイドに大型映像装置が設置されていることによって、座席
位置にかかわらず大型映像装置を見ることができ、試合中のリプレイや様々
なアングルでの観戦ができるようになります。
両サイドに大型映像装置があるスタジアムは約3割しかなく、多くのスタジ
アムでは片サイドにしか大型映像装置がありませんでした。
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コンコース内にモニターがあり、会場の様子をコンコースにいてもリアル
タイムで見ることができると、飲食店やグッズショップ、トイレに並んで
いる時にも重要なシーンを見逃す心配が無いため、観客は余裕を持って
観戦できると言えます。
スタジアムの約3割はコンコース内モニターが設置されていましたが、
多くのスタジアムには設置されていませんでした。

スタジアム内のWi-Fi環境が整備されることで、観客がスマートフォンや
タブレットで試合情報やクラブ情報を取得し、様々なアングルで視聴した
り、ネット上で飲食物やグッズを注文するなど観客の購買意欲や利便性
に応えることができるようになり、顧客満足度を上げることができるよう
になると言えます。
しかし、スタジアムでWi-Fi環境を整備している割合は約1.7割しかなく、
Wi-Fi環境の整備が進んでいるスタジアムは多くありませんでした。

現代の主要なコミュニケーションツールであるソーシャルネットワーク
サービス（以下、SNS）に対応し、個人に向けてクラブ情報の発信や
イベントを告知することは必須であると言っても過言ではありません。
2016年シーズンにJ1、J2所属のJクラブの公式ホームページには
SNSの案内が掲載されており、J1、J2所属の全てのクラブで対応されて
いました。

コンコース内モニター Wi-Fi環境ソーシャルネットワークサービス

なし

あり

コンコース内
モニター

GOAL!!!0 -2

1 2 : 3 4

GOAL!!!0 -2

1 2 : 3 4

GOAL!!!0 -2

1 2 : 3 4

70.7%

29.3%

あり

SNS対応

100%

なし

あり

Wi-Fi環境

17.1%

82.9%
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効率活用の事例

・イベントでの使いやすさ

・チケット種類数

・スタジアム内の施設利用 
 （スカイボックス、会議室等）

イベント開催

なし

あり

スタジアムでの
イベント

（参考の2つ除く）

71.8%

28.2%

イベント種類

試合日

試合日以外

その他

有名人、マスコット
のパフォーマンス

グッズプレゼント

ライブ

子ども向け
サービス

選手による
ファンサービス

チアダンス

・スタジアムツアー

・ピッチを使ったヨガ教室

・フリーマーケットの開催

・ ウェディングイベント
・花火
・LEDによる演出
・ハーフタイムにファンによる
 芝生整備体験

14

12

7

6

5

5

4

（複数回答）

※ ホームスタジアムを2つ持っているJクラブについては、 
  Jリーグ開催試合数が多い方のスタジアムを調査し、 
 もう一方は参考として記載。

試合観戦のためにスタジアムに訪れてもらうことはもちろん、観客にイベント
で楽しんでもらうこと、イベントも目当てにしてスタジアムに来てもらえる
ようにすることが重要です。そのためにはスタジアムごとで様々な工夫を
凝らしたイベント開催が必要と言えます。
試合開催日に試合前またはハーフタイムでスタジアムイベントを開催して
いるスタジアムは7割を超えており、多くのスタジアムでイベントを行なって
いることが分かります。
試合開催日のスタジアムイベントとして最も多かったのは、地元学生や
ダンススクール生徒によるチアダンスでした。スタジアム独自のイベント
としては、ウェディングイベント、花火、LEDによる演出、ファンによるハーフ 

タイム中の芝生整備体験があり、今後も工夫を凝らしていくことが期待され
ます。
試合開催日以外で行っているイベントとして、スタジアムツアーを開催して
いるケースが多く、それ以外ではピッチを使ったヨガ教室、フリーマーケットや
産業展などが開催されています。
スタジアムを効率的に活用するという意味ではイベントが開催されているか
否かにかかわらず、例えば、誰でもいつでも利用できるレストランやカフェ等
を常設するなどの工夫が必要であると考えられますが、レストランやカフェ等
が常設されているスタジアムはほとんどありませんでした。
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座席種類

5種類
以下

5～10種類

11種類
以上

平均座席種類数 　　　約8種類

座席種類数

51.2%

29.3%19.5%

スタジアムの適正規模

1試合平均入場者数・入場率

J2

全体

J1

54.5%

約16,260人

44.3％

35.9％

約7,221 人

約11,310人

参考
座席種類

座席種類数
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阪
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京
ド
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葉
マ
リ
ン
ス
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ア
ム

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

ヤ
フ
オ
ク
ド
ー
ム

Kobo

パ
ー
ク
宮
城

M
A

ZD
A

 Zoom
-Zoom

 

ス
タ
ジ
ア
ム
広
島

58種

39種
36種

25種
24種

22種

17種

14種 13種 13種
12種

10種

全体平均

約23種

Jリーグ開催時におけるスタジアムの座席種類数が多いほど、観客は
各々のニーズに沿った座席を選択し観戦することができ、観客満足度
をより高めることができると考えられます。重要なのは様々な観客の
趣向に合った座席を用意することであると言えます。
スタジアムの平均座席種類数は約8種類であり、最も座席種類数が
多かったのは19種類でした。
ユニークな座席種類として、テーブル付きのペア・ファミリーシートや、
スタジアムに陸上トラックがある場合には陸上トラックに簡易的な
観戦シートの設置、チームグッズや飲み物・食べ物がついてくるチケット
があり、チケット販売に様々な工夫をしているスタジアムがありました。

スタジアムが満員だと観客は会場での盛り上がりや一体感を体感することが
できると言えます。スタジアムが小さすぎるとチケットを買いたくても買え
ない人たちが出て機会損失が発生してしまい、一方でスタジアムが大きすぎる
と空席が目立ち盛り上がりに欠けてしまいます。そのため、スタジアムの平均
入場者数や平均入場率を分析し、スタジアムの適正なチケット販売数を把握
する必要があると考えられます。
入場率とは入場者数／入場可能数で算定する指標です。
2016シーズンのJ1、J2の1試合平均入場者数は16,260人、7,221人であり、
J1、J2の1試合平均入場者率は54.5%、35.9%でした。J1とJ2全体だと
11,310人、44.3%という結果になっています。

プロ野球で使用しているスタジアムの平均座席種類数は約23種類
であり、最も種類が多かったのは楽天ゴールデンイーグルスが使用
しているKoboパーク宮城でした。
多くのスタジアムで複数名での利用が可能なシートが設置されて
いるほか、ユニークな座席種類としてMAZDA Zoom-Zoom スタ
ジアム広島の試合観戦しながらバーベキューパーティーができる
「びっくりテラス」や特製クッションでできていて寝転びながら
観戦できる「寝ソベリア」などがあります。

参考：2016年時点　各クラブ公式HPを基に集計

参考：2016年時点　各球団公式HPを基に集計



スタジアムアセスメントレポート201616 スタジアムアセスメントレポート201616

© 2017 KPMG AZSA LLC, a limited liability audit corporation incorporated under the Japanese Certified Public Accountants Law and a member firm of the 
KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG International Cooperative (“KPMG International”), a Swiss entity. All rights reserved. 

コラム

日本の多くのスタジアムの所有者・運営者は自治体となっており、
民間事業会社が所有・運営しているケースは多くありません。民間
事業会社が施設運営に関与することで、集客増加のための様々な
工夫を凝らすことができ、収益拡大とコスト削減が期待できます。
自治体としても維持管理業務の効率化や運営コストの削減ができ、
スタジアムの利益が拡大すると税収増加にもつながります。その
ため、これからのスポーツ施設の運営には官民が一体となって連携
していくことが重要であると考えられます。

施設運営方法としては多くのスタジアムで指定管理者制度を採用し
ています。現状ではJクラブまたはJクラブの関係会社がスタジアム
を運営しているケースは少なく、Jクラブとスタジアムの一体経営
が進んでいるとは言えません。Jクラブとスタジアムの一体経営を
図ることで、観客のニーズをより一層取り入れることが可能となり、
観客の増加につながると考えられます。今後、スタジアムがプロフィッ
トセンターになっていくためにはJクラブとスタジアムの一体経営
を行っていくことが1つの手段であり重要であると言えます。

スタジアムはコストセンターからプロフィットセンターへ変わってい
かなくてはなりません。そのためには集客を増やし、収益を拡大さ
せていくことが重要となってきます。そこで、まずは現状のスタジア
ムの集客力と収益性を下記で分析しました。
Jクラブが使用しているスタジアムには球技専用スタジアムと陸上
競技場がありますが、それぞれの集客力と収益性を示すため、入場
者数・入場率と客単価を分析しました。
入場率＝1試合平均入場者数／入場可能数
客単価＝入場料収入／1シーズン入場者数

結果的に平均入場者、平均入場率、客単価の全てでJ1、J2ともに
球技専用スタジアムが陸上競技場を上回っていました。
このことから、収益性が高いのは陸上競技場よりも球技専用スタジ
アムであると言えます。これは、球技専用スタジアムであると観客席
からピッチまでの距離が近く、試合の迫力や臨場感を体感できること
で入場者数が多くなっていると考えられます。また、特に両者で差が
出た客単価では、球技専用スタジアムで迫力や臨場感をさらに間近で
体感したいということから、観客の多くが比較的高額なチケットを
購入しているため高くなっていると想定されます。

所有者と運営手法

収益性
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民間事業
会社

自治体

スタジアム
所有

95.1%

4.9%

管理許可
制度直営

（民）直営
（公）

指定管理者
制度

スタジアム
運営手法

87.8%

4.9%
4.9%

2.4%

クラブまたは
関係会社  　　

クラブ
以外

運営主体

80.5%

19.5%

参考：
2016年時点　各自治体、
各クラブ公式HPなど

2015シーズン
平均入場者数（人）

J2J1

17,729

6,189

17,872

9,615

2015シーズン
平均入場率

J2J1

63.0%

49.5%

61.4%

30.0%

J2J1

2,538

1,652

2,144

1,289

2015シーズン
平均客単価（円）

球技専用 陸上競技場

参考：J.LEAGUE Data Site
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あとがき

『稼げるスタジアム』に必要なものは何なのか。そのような疑問
から独自でスタジアムが備えるべき5つの指標を設定し、2016
年8月から12月にかけて、2016年シーズンJ1、J2所属クラブの
ホームスタジアムを全て現地調査しました。

スタジアムに実際に足を運ばないと分からない、地域をあげて
の盛り上がり、スタジアムが見えてきたときの興奮、サポーター
の熱気を肌で感じることができました。スポーツは�生もの�であ
り、スタジアムでの観戦でしか味わえない体験があることを改め
て強く認識しました。

今から思い返すと、スタジアム調査を完遂するにあたりたくさん
の苦労がありました。

屋根が無いエリアで豪雨に打たれながら座席幅を測定したり、
ハーフタイムに用を足すわけでもなくトイレの混雑具合を調査
するため行列に並んだり、移動に長時間かけて1日に2つのスタ
ジアムを調査したり・・・。

しかし、この経験から今のスタジアムの現状と課題が浮き彫りに
なりました。

まずは屋根の問題です。現在、多くのスタジアムは全面が屋根に
覆われておらず、雨が降ったときには雨をしのぐ手立てがありま
せん。私がスタジアム訪問したときにも雨が降っている日の試
合がいくつかあり、サッカー観戦どころではないことを身に染み
て感じました。

そして最も大きな課題はアクセスです。東京から新幹線や飛行
機で主要駅に到着後、そこからローカル線を乗り継ぎ、最寄駅か
らさらにバスに乗ってようやくたどり着くスタジアムが多くあり
ました。その場合、アウェイサポーターが日帰りで周辺観光する
ことや、試合後にサポーター仲間とスタジアム周辺で盛り上がる
ことはなかなか難しいと言えます。

一方、徒歩で行けるスタジアムの中でも、何も無い道をただ歩い
ていくスタジアムと、フラッグやモニュメントがあったり、途中で
イベントが開催されていたり賑わっている道を歩くスタジアム
では、近づくにつれての気持ちの高まりが全く違いました。例え
ば、同じ徒歩15分でも、歩かされていると感じるか否かはスタジ

得田 進介
KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室／シニア

アムまでの雰囲気によって大きく変わります。徒歩で時間がかか
る場合、スタジアムまでの経路に様々な工夫があれば、歩くこと
にさほど苦痛を感じませんでした。

上記のような課題もある中で、どのスタジアムも地域ごとの特色
を出すべく工夫を凝らし、その地域特有のグルメや文化をスタジ
アムで楽しむことができたのも事実です。

スタジアム設備やアクセスをすぐに変えることは非常に難しい
ことですが、スタジアムの運営については少しの工夫で大きな効
果を出せるのでないかと思います。それはグルメかもしれませ
んし、イベントかもしれませんが、その工夫によってアウェイサ
ポーターやライト層のファンを取り込むことができるのではない
かと考えています。

41ヵ所のスタジアムを訪れて感じたことがあります。

スマートフォンを使って、チームや選手の情報や、好きなアングル
から試合を見ることができれば、サッカー観戦がもっと面白くな
りそうだということ。

スマートフォンで注文した料理を座席で受け取ることや、事前に
注文したグッズを試合前にスタジアムで受け取ることができれ
ばもっと便利になりそうだということ。

試合中に家族や友人と座席で食事できるのはもちろん、試合前
後でスタジアム併設のレストランやスポーツバーで飲食ができれ
ばもっと多くの人を誘えるということ。

これらは決して夢のスタジアムではなく、十分に実現可能で、こ
れから日本に増やしていくべきスタジアムであると考えています。

最後に、この報告書はスタジアムの優劣をつけるために作成し
たものではありません。

同じ指標で全てのスタジアムを調査して現状と課題を明らかに
したところに、この報告書の意義があると考えています。

この報告書が、既にスタジアムのある地域、これからスタジアム
を作ろうとしている地域、そして、日本のスポーツ産業の発展に
寄与することを願って止みません。

August, 2016

November, 2016
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正田醤油
スタジアム群馬

山梨中銀
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Shonan BMW
スタジアム平塚

ニッパツ
三ツ沢球技場

等々力
陸上競技場
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テックスタジアム仙台／
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SHOP Cafe & Bar

Stadium Sta.

KPMG

To Our Stadium →

Go for it!

戸谷 且典
KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室／パートナー

この調査レポートは、私たちKPMGジャパン スポーツアドバイザリー室が
「スタジアム開発を成功させるための計画」というレポートを翻訳作成する際に、
Jクラブが使用するスタジアムの現状についての議論を繰り返す中で生まれた
企画であった。

「スタジアム開発を成功させるための計画」の中で紹介されている各種の事例は、
主として欧州のものである。

日本からみて、スポーツがビジネスとして成功している事例を多く持つ欧州の
スタジアム事例を紐解く中で、振り返っての国内現状把握は、私たちの中で避け
て通れない課題となっていった。

問題はどのような切り口でスタジアムを分析するかであるが、メンバー間の
「スタジアムの価値とは何だろうか？」という疑問は意外と1つの方向に収斂され
ていった。それは、資産の持続的な有効活用、付加価値を生み地域に根ざす資産
云々、簡潔に言えば「稼ぐ」スタジアムとはなんだろうかという視点である。ここ
から本文内で分析されている5つの視点を定義した。

私たちが分析視点としていた項目のいくつかはインターネットなどを駆使し
机上で入手できた。がしかし本当に必要なもの、例えば実際どれくらい駅から
離れているのだろうか、トイレはどうか、食事はできるか、試合前後で行われる
数々のイベントはどうかといったスタジアムに足を運ぶ観客の視点は入手でき
なかった。

そこで私たちは2016年シーズンJ1、J2所属クラブで使用されているスタジアム
41ヵ所全てに実際に足を運び、感じたこと、目にしたことを記録することとし、
当該レポートの基礎データとした。

本レポートは、実際にスタジアムが運営されている試合日などに現地に赴くと
いった地道なフィールドワークによって作成されており、Jクラブが使用している
スタジアムの現在地を示す1つの材料である。

私たちは原点に立ち戻って現在の有り様から学ばなければならない、そこには
多くの教訓があると言える。まさにここから将来のビジョンを描く必要がある。
それは単にスタジアムを単独の独立した資産として捉えるだけではなく、コンテ
ンツホルダーとしてのクラブチームの視点を組み込んだまちづくりの核としての
スタジアム利用まで検討領域を広げる必要性があると考える。

このレポートが一定の問題提起を含み日本のスポーツ文化の発展と、スポーツ
がビジネスとして拡大することを願っているのみである。

最後にほとんどの休日を潰し、手弁当で全国のスタジアムを駆け回ってくれた
チームメンバーの皆さん、特に得田君に謝意を示したい。

KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室は、
考えました。

海外に比べて、集客力で
大きな差をつけられているJリーグ。

コンテンツとしての魅力があるにもかかわらず、
なぜ、Jリーグは【集客】できていないのか。

KPMGジャパン スポーツアドバイザリー室の思い

「盛り上げるためのカギは、
スタジアムにあるに違いない」

スタジアムの現状を「集客」という観点から、
自分たちの目と、足で、確かめるために、
私たちは調査を開始しました。

この調査が基礎となり、日本のスポーツ産業の
発展に少しでも貢献できることを願って―

Let me 
support !

H2-H3　有限責任 あずさ監査法人　スタジアムアセスメントリポート 2016

はじめに

KPMGジャパン 
スポーツアドバイザリー室
大塚 敏弘 パートナー／室長
伊藤 俊哉 パートナー
戸谷 且典 パートナー
土屋 光輝 パートナー
森田 真佐宏 シニアマネジャー
平井 永 シニアマネジャー／経営学修士
 スポーツビジネス専攻
山本 正和 マネジャー
得田 進介 シニア／修士（スポーツ科学）
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総移動距離

　　　　　約16,621.7km

日本列島縦断

約2.8往復

Pikaraスタジアム／
ニンジニアスタジアム

松本平広域
公園総合球技場
（アルウィン）

レベルファイブ
スタジアム

トランスコスモス
スタジアム長崎

エディオン
スタジアム広島

シティライト
スタジアム
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ニティスタジアム／
日産スタジアム

北九州市立本城
陸上競技場

デンカビッグ
スワンスタジアム

維新百年記念
公園陸上競技場

ノエビアスタジ
アム神戸／ヤマハ
スタジアム（磐田） 

京都市西京極
総合運動公園

陸上競技場兼球技場

市立吹田
サッカースタジアム

NDソフト
スタジアム山形

埼玉スタ
ジアム2002

石川県
西部緑地

公園陸上競技場

札幌ドーム／
豊田スタジアム

鳴門・大塚
スポーツパークポカリ
スエットスタジアム

日立柏
サッカー場

パロマ瑞穂
スタジアム

ヤンマー
スタジアム長居
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